
「
石
林
先
生
向
者
一
同
惇
』
に

吋
石
林
先
生
向
書
侍
匂
は
宋
の
葉
夢
得
(
字
少
離
、
競
石
林
。

〈
宋
紳
京
間
…
寧
十
年

5
3
i高
宗
紹
興
十
八
一
年
戸
島
〉
)
の
述
作
で

あ
る
。
こ
の
書
は
お
間
庫
提
要
b

等
の
後
世
の
議
日
は
も
ち
ろ
ん
、

す
で
に
吋
宋
史
、
惑
文
志
h

に
さ
え
も
著
録
せ
ら
れ
て
い
な
い
0

・思

侃
の
吋
論
語
義
琉
』
の
ご
と
く
書
名
の
み
が
停
え
ら
れ
て
お
り
、
貨

物
、
が
た
ま
た
ま
我
が
関
に
将
来
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
も
奥
な
り
、

従
来
そ
の
蓄
の
存
在
自
際
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
全
く
偶
然
に
も
、
我
が
閣
に
そ
の
全
楼
が
ほ
ぼ
完
全
に

残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書
の
存
在
自
醸
は
す
で
に
昭
和
三
十
年
前
後
か
ら
一
部
に
は

(
徒
一
〉

知
ら
れ
て
い
た
が
、
二
個
所
に
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め

か
、
全
鰻
に
わ
た
る
紹
介
は
な
さ
れ
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。
こ
の

内
石
林
先
生
命
者
俸
』
は
六
分
加
と
な
っ
て
お
り
第
一
部
は
静
詞
勝

清
水
市
興
津
の
臨
済
宗
清
見
寺
に
、
残
り
の
五
mm
は
東
京
都
世
田
谷

鼠
上
野
毛
十
の
大
東
急
記
念
文
庫
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 つ

し、

て

堀

池

夫

筆
者
は
昨
夏
、
清
見
寺
現
住
水
野
松
宗
舗
の
御
好
一
意
に
よ
り
『
石
林

先
生
向
書
侍
b

第
一
期
を
関
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
余
の
五
加

に
つ
い
て
は
未
だ
閲
覧
の
機
舎
を
輿
え
ら
れ
な
い
が
、
取
敢
え
ず
関

議
し
得
た
第
一
茄
(
以
下
、
清
見
本
と
略
稀
)
を
中
心
に
、
ま
た
大

東
急
記
念
文
庫
所
臓
の
残
余
の
五
加
(
以
下
、
東
急
本
と
略
稀
)
に

つ
い
て
は
町
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
・
第
一
巻
』
に
長
津
規

矩
也
氏
の
書
…
一
体
的
解
題
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
考

と
し
て
、
紹
介
及
び
若
干
の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。

小
稿
は
宋
版
と
し
て
の
書
物
自
鰭
の
債
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

宋
代
の
経
問
中
史
に
お
け
る
債
値
、
就
中
空
白
文
向
査
一
回
』
の
偽
世
一
回
問
題

の
萌
芽
期
に
あ
た
る
時
期
の
述
作
で
あ
る
か
ら
し
て
、
そ
れ
と
の
関

り
合
い
な
ど
に
つ
い
て
も
鰯
れ
た
い
と
思
う
。
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こ

ま
ず
明
ら
か
に
す
べ
き
は
清
見
本
と
東
急
本
と
が
異
に
同
一
部
の

書
物
の
分
散
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
東
急
本
を

関
賛
し
て
い
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
次
の
理
由
に
よ
っ
て
恐



ら
く
関
連
い
は
あ
る
ま
い
と
思
う
c

ま
ず
清
見
本
と
長
淳
氏
の
解
題

に
お
け
る
毒
物
の
大
き
さ
、
医
廓
の
寸
法
、
行
格
等
と
が
一
致
す
る

こ
と
。
吋
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
・
第
一
巻
』
あ
る
い
は
長

淳
氏
著
的
和
漢
書
の
印
刷
と
そ
の
歴
史
』
(
古
川
弘
文
館
・
昭
和
二

七
年
)
等
に
所
掲
の
グ
ラ
ビ
ア
潟
員
と
清
見
本
の
字
穫
と
は
一
致
す

る
こ
と
の
大
東
念
記
念
問
書
館
吋
問
問
書
分
類
一
白
録
(
本
稿
)
』
に
は

「
清
見
寺
常
住
」
お
よ
び
「
慶
一
端
院
い
の
二
欝
磁
印
が
あ
る
と
記
し

て
い
る
。
清
見
本
に
も
こ
の
二
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
な
お
一
つ
の

問
題
は
清
見
本
と
東
急
本
と
の
書
名
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
清
見
本
は
町
新
離
右
林
先
生
向
書
傍
』
で
あ
り
東
念
本
は
円
石

林
先
生
向
書
俸
h

と
な
っ
て
い
る
。
清
見
本
の
書
名
は
第
一
巻
々
頭

に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
第
二
各
々
頭
に
は
た
ん
に
勺
石
林

先
生
向
書
傍
』
と
あ
り
、
さ
ら
に
第
一
一
一
各
々
頭
第
四
径
三
践
に
は
た

だ
忍
問
書
傍
b

と
の
み
記
さ
れ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
東
急
本
に
つ
い

て
言
え
ば
前
掲
内
和
漢
書
の
印
刷
:
:
:
い
は
第
十
回
答
々
一
践
を
載
せ

て
お
り
そ
こ
に
は
コ
わ
林
先
生
向
喜
博
い
と
の
み
あ
る
。
恐
ら
く
東

急
本
全
勝
に
つ
い
て
は
が
ね
林
先
生
向
書
侍
い
あ
る
い
は
去
問
書

侍
恥
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
巻
々
一
期
口
新
離
一
わ

林
先
生
向
書
傍
い
を
正
し
い
夜
間
名
と
す
る
こ
と
が
妥
滋
で
あ
ろ
う
。

な
お
序
で
な
が
ら
序
文
の
径
一
政
に
は
勺
h

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
こ
れ
ら
を
同
一
部

の
分
散
し
た
も
の
と

と
あ
る
心

考
え
て
間
違
い
は
な
い
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

次
に
書
物
の
鰹
裁
に
つ
い
て
述
べ
る
。
〈
〉
↓
内
は
長
淳
氏
の
解
題

を
参
照
と
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
清
晃
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
特
徴
で
あ

可

h
v
c

づ
新
離
石
林
先
生
山
内
書
侍
』
二
十
巻
六
加
。
宋
葉
夢
得
選
。
宋

紹
興
己
卵
(
二
十
九
年
戸
忽
)
仲
一
夏
、
東
陽
線
十
三
郎
書
舗
刊

(
木
記
)
C

縦
二
十
一
・
五

m
、
横
十
一
子
一
一

m
o
序
文
毎
葉
九

行
、
毎
行
十
六
字
。
本
文
毎
葉
十
四
行
、
毎
行
二
十
二
子
、
注

文
低
一
格
。
白
口
〈
若
干
部
分
小
黒
口
〉
、
車
清
澄
日
匡
廓
内
、

縦
十
五
・
二
一
…
、
横
十
了
間

m
o
版
心
刻
工
な
し
。
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筆
者
の
開
閲
覧
し
た
第
一
婦
に
は
虫
喰
に
よ
る
若
干
の
判
讃
不
明
部

分
も
あ
っ
た
む

こ
の
警
が
三
木
史
、
義
文
志
』
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
肢

に
述
べ
た
が
、
こ
の
蓄
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
約
五
十
年
後
に
選
せ
ら

れ
た
茶
沈
の
内
向
書
集
博
M

に
、
三
菜
子
日
」
と
し
て
二
篠
ほ
ど
の

引
用
が
あ
る
が
、
こ
の
ご
僚
は
清
見
本
の
中
の
注
文
と
ほ
ぼ
一
致
し

(
汁
広
三
)

て
い
る
む
す
な
わ
ち
務
沈
は
内
石
林
先
生
命
書
俸
b

を
引
用
し
て
お

り
、
安
沈
に
と
っ
て
そ
れ
は
一
懸
の
参
考
書
闘
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
c

さ
ら
に
憶
測
を
迄
く
す
る
な
ら
ば
、
後
述
す
る



ご
と
く
清
見
本
に
は
「
二
山
内
同
議
い
の
範
関
が
日
記
さ
れ
て
お
り
、
茶

沈
の
引
用
の
中
、
一
線
は
こ
の
範
間
に
あ
り
、
薬
沈
沼
市
博
い
の
序

を
信
ず
る
な
ら
ば
朱
子
が
町
石
林
先
生
向
欝
偉
い
に
自
を
過
し
て
い

た
可
能
性
も
な
し
と
は
し
な
い
。

さ
て
、
し
か
し
な
が
ら
吋
宋
史
、
惑
文
志
い
一
に
こ
の
常
一
聞
が
著
録
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
内
山
木
史
h

編
纂
の
時
期
に
は
す
で
に
亡
伏
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
。
し
か
ら
ば
こ
の
よ
う
に
早
い

時
期
に
亡
供
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
稀
翻
蓄
が
な
ぜ
時
本
に
鱒
わ

っ
て
い
た
の
か
、
蛍
時
の
日
宋
問
の
貿
易
の
頻
繁
さ
か
ら
し
て
み
れ

ば
蛍
然
有
り
得
る
こ
と
と
も
一
一
一
一
問
え
よ
う
が
、
し
か
し
疑
問
の
存
す
る

黙
で
は
あ
る
。
こ
の
蓄
の
日
本
総
入
の
時
期
に
つ
い
て
、
唯
一
の
手

J

が
か
り
と
も
言
う
べ
き
印
記
の
「
慶
一
瞬
院
」
な
る
、
恐
ら
く
は
寺
院

の
所
在
、
が
、
は
た
し
て
何
庭
に
あ
る
の
か
現
在
の
と
こ
ろ
資
料
に
現

(
夜
間
)

わ
れ
ぬ
た
め
全
く
推
測
不
可
能
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
刊
行
直
後
に

日
本
に
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
じ

一一
一

司
古
文
向
書
』
を
偽
常
一
同
で
あ
る
と
断
定
し
た
の
は
朱
子
で
あ
る

が
、
彼
の
断
定
も
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
人
で
あ
る
呉
械
や
棟
同
甫

〈
注
五
〉

な
ど
の
考
え
に
依
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
さ
ら
に
蘇
献
の

吋
東
桜
先
生
書
俸
b

が
一
部
す
ご
と
く
吋
俗
世
一
記
に
釣
す
る
自
由
な
批

ハ波山ハ〉

判
、
そ
し
て
疑
義
の
気
還
は
早
く
か
ら
存
在
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
英
毅
・
波
間
前
は
葉
夢
得
と
は
ほ
ぼ
問
時
期
か
、
や
や
降
る
人

で
あ
り
、
蘇
紙
は
葉
氏
よ
り
約
四
十
年
前
に
生
ま
れ
、
浸
し
た
の
は

葉
夢
得
二
十
五
歳
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
集
還
に
射
し
て
葉
夢
得
の
立
っ
た
立
場
は
、
吋
古
文

向
書
M

は
偽
書
で
は
な
く
孔
子
み
ず
か
ら
轍
定
し
た
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
閲
覧
し
た
清
見
本
の
構
成
は
次
の

ウ
巡
り
で
あ
る
心

序巻
第
一
実
典
第
一

舜
典
第
二

各
第
二
舜
典
第
二

巻
第
三
大
百
円
諜
第
三

皐
陶
諜
第
四

巻
第
四
金
稜
第
五

庭
書
農量一同
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虞量一日
虞
書

虞
書

す
な
わ
ち
「
大
属
議
」

一
篇
が
い
わ
ゆ
る
町
古
文
向
書
』
に
含
ま



れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
葉
夢
得
は
こ
れ
に
つ
い
て
何
ら
の
コ
メ
ン
ト

を
も
付
さ
ず
に
、
た
だ
他
篇
と
同
様
に
花
務
を
加
え
て
い
る
c

そ
れ

の
み
な
ら
ず
ま
た
「
常
時
序
い
に
つ
い
て
、
そ
し
て
「
会
典
い
に
つ
い

て
、
何
ら
の
疑
義
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
主

張
さ
れ
て
い
る
む

旋
回
以
箔
孔
子
作
。
難
不
可
考
、
然
観
其
一
一
一
一
口
之
法
、
非
翠

人
前
大
能
勉
心
日
作
茶
番
、
作
茶
道
問
、
皆
銭
其
所
制
一
篇
之
大
口
問
、

別
謂
之
孔
子
作
、
可
会
乞
義
自
是
以
後
、
丸
事
之
所
見
者
、
史
的
附

也
。
断
而
取
之
、
以
作
矯
此
篇
者
、
孔
子
也
八
J

ハ
石
林
先
生
命
書
簿
、
尭
典
序
注
)

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
は
知
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら

交
向
殺
と
全
般
に
わ
た
る
考
え
は
こ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
以

下
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
め
て
、
葉
氏
の
忍
州
議
b

に
針
す
る
把

援
、
考
え
方
な
ど
の
大
概
を
見
る
た
め
、
明
石
林
先
生
向
遊
間
停
b

の

序
を
全
文
記
し
、
策
干
の
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

四

(
波
七
〉

菜
子
日
、
書
五
十
八
篇
、
出
於
伏
生
者
初
二
十
一
一
一
篇
、
出
於
魯
共

王
所
壊
孔
子
宅
援
中
者
増
多
二
十
六
儲
例
。
伏
生
書
後
俸
欧
隣
教
、

魯
共
支
援
中
審
孔
安
関
鴻
之
体
。
渡
船
内
諸
儒
一
体
経
次
第
、
各
有
従

東
2

伏
生
蛍
文
一
帝
時
、
年
己
老
、
口
授
晃
錯
、
顔
雑
務
魯
一
一
一
一
回
、
或

不
能
蚤
難
。
他
経
専
門
毎
、
報
敷
家
。
惟
帯
一
調
停
口
口
安
園
無
所

授
、
務
以
隷
古
易
善
口
口
以
其
一
意
震
訓
解
、
不
及
列
於
寧
官
。
故

口
己
記
口
音
言
事
一
一
同
推
認
歓
陽
氏
、
安
閣
誤
解
娩
出
、
皇
甫
議
口
所

謂
二
十
六
篇
者
、
援
蛍
時
大
儒
楊
雄
・
社
預
之
徒
、
皆
不
及
見
。

劉
向
以
魯
北
ハ
王
指
一
一
同
校
伏
生
本
、
酒
器
亡
儲
一
、
召
誇
亡
簿
二
、
字

之
不
問
者
尤
多
。
書
非
一
代
之
一
一
一
日
也
。
其
文
字
各
随
其
世
不
一

路
、
其
授
受
異
同
復
若
此
。
然
大
抵
簡
質
淵
懇
不
可
選
議
。
自
立

政
部
上
、
非
伊
予
・
府
公
俸
設
之
欝
、
則
仲
恐
・
租
己
・
箕
子
・

召
公
、
後
世
以
借
用
聖
賢
不
可
及
者
也
。
其
君
臣
相
輿
往
来
、
告
戒

論
説
、
別
尭
・
舜
・
市
内
・
湯
・
文
・
武
也
。
是
以
文
駿
市
出
回
遠
。

自
立
政
市
下
、
其
君
財
成
王
・
穆
王
・
康
五
・
一
午
玉
、
其
医
別
問
佑

禽
・
君
陳
・
君
牙
、
下
歪
於
秦
穆
公
、
其
齢
別
一
時
太
史
之
所
震

也
。
祝
前
第
有
開
会
。
同
党
以
其
文
亦
平
易
明
白
、
一
意
不
遜
其
所

一
言
。
孔
子
取
之
、
特
以
其
有
合
於
者
選
一
詩
爾
。
ム
ハ
経
潟
法
各
不

問
。
易
以
窮
天
道
、
故
其
法
深
。
春
秋
正
人
事
、
故
其
法
厳
。
詩

書
口
所
以
重
大
教
而
誘
之
、
使
至
於
善
也
。
故
其
法
恕
。
自
安
鴎

挙
行
、
欧
陽
氏
途
綾
。
今
世
所
見
惟
伏
生
大
停
、
首
尾
不
倫
、
一
一
一
一
向

不
雅
馴
。
歪
以
天
地
人
四
時
借
用
七
政
、
謂
金
膝
作
於
関
川
公
浅
後
、

何
可
議
接
。
其
流
借
用
劉
向
五
行
停
・
夏
侯
氏
災
異
之
説
、
失
孔
子

安
関
白
以
鶏
博
考
絞
簿
、
採
掠
群
一
一
一
一
問
、
其
所
設
明
信
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海
有
功
。
然
余
譲
春
秋
儲
・
疎
記
・
間
一
典
今
文
問
先

向
。
誠
子
載
湯
治
平
山
攻
自
牧
作
沿
い
不
、
春
秋
体
述

ハ
注
九
)

五
子
之
歌
約
「
率
彼
天
常
い
一
旬
、
読
ん
「
父
子
兄
弟
界
不
相

〈
花
十
〉

及
仏
、
今
文
乃
無
有
、
疑
亦
未
能
設
諮
問
じ
若
硲
卿
引
仲
踏
臼
「
諮

(
注
十
一
)

侯
能
自
得
部
者
玉
、
得
友
者
一
綴
い
、
引
燦
数
日
「
惟
文
王
敬
一
門
広
一

(法十一一〉

人
以
揮
い
、
其
側
格
安
有
如
此
者
。
雄
一
記
以
「
申
梯
寧
王
之
徳
い
潟

(
注
十
一
…
一
〉
(
校
十
問
)

「
間
続
寧
王
t

…
、
以
「
際
、
一
一
一
日
間
い
則
亡
綿
一
字
、
其
靖
特
有
如
此
者
。

徴
孔
子
別
復
何
所
取
立
。
余
於
是
知
、
求
六
経
残
絞
之
総
於
千
載

殺
乱
之
後
、
長
不
誌
…
難
而
不
可
忽
哉
。
自
世
向
絞
術
博
士
、
業
謀

者
、
十
常
…
一
一
問
。
然
第
守
一
説
、
英
能
向
付
致
其
忠
。
余
鱗
悲
之
、

悶
参
惣
数
家
、
推
原
一
帝
王
之
治
、
論
其
世
、
察
其
人
、
以
質
其
所

中
一
一
問
、
吏
相
研
究
折
衷
其
是
非
、
頗
自
紀
輯
。
起
宜
和
辛
丑
春
、
詑

紹
興
丁
巳
夏
、
九
十
有
八
年
、
筋
書
二
十
各
十
一
一
一
高
徐
一
官
。
授
中

子
模
、
以
侠
後
位
君
子
。
六
月
壬
申
序
。
(
石
林
先
生
命
査
一
同
体
、
序
)

右
の
序
文
に
お
い
て
問
題
と
さ
る
べ
き
は
、
一
は
葉
夢
得
に
お
け

る
忍
同
書
』
の
性
格
の
把
握
と
も
一
言
う
べ
き
も
の
、
二
は
布
の
把
握

の
上
に
な
さ
れ
る
葉
夢
得
自
身
の
研
究
の
方
向
で
あ
り
、
こ
れ
は
宋

代
経
事
史
上
に
一
つ
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
の
諮
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
鵠
吋
古
文
向
者
一
ご
問
題
に
つ
い

て
の
葉
夢
得
の
見
解
は
、
や
は
り
全
く
疑
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
心
む
し
ろ
ヌ
ヴ
文
向
者
h

に
つ
い
て
は
、
伏
生

の
吋
大
体
何
を
例
議
と
し
て
「
設
尾
倫
ハ
ズ
、
一
言
枝
問
制
ナ
一
ブ
い
ざ
る

も
の
と
し
て
斥
け
、
さ
ら
に
は
そ
の
撃
は
五
行
・
災
異
の
設
に
流
れ

「
孔
子
ノ
本
意
ヲ
失
フ
コ
ト
マ
ス
マ
ス
遠
」
き
も
の
と
難
ず
る
の
で

あ
る
。
そ
の
一
方
町
古
文
向
書
b

に
つ
い
て
そ
の
足
立
を
作
っ
た

孔
安
閣
の
業
を
「
ソ
ノ
夜
明
ス
ル
ト
コ
ペ
マ
コ
ト
ニ
功
有
リ
ト
ナ

ス
い
と
賞
讃
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
吋
古
文
向
設
と
こ
そ
孔
子
制
定

に
か
か
る
摂
者
の
依
捜
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
心
こ
の
時
期
に
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
主
張
を
行
な
っ
て
い
る
の

は
、
あ
る
い
は
葉
夢
得
自
身
、
蛍
時
平
日
文
向
書
』
に
開
附
す
る
疑
義

が
存
在
し
て
い
る
の
を
承
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
の
問
題
に
つ
い
て
、
業
夢
得
は
『
向
書
』
の
文
と
し
て
諸
政
〈

籍
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
と
、
円
山
川
書
』
の
文
と
を
比
較
す
る
と
、

間
々
議
課
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
し
て
い
る
『
向

者
』
は
「
疑
フ
ラ
ク
ハ
イ
マ
ダ
善
ヲ
議
ク
ス
コ
ト
ア
タ
ハ
ザ
ル
」
も

の
と
し
て
そ
れ
を
無
批
判
に
テ
ク
ス
ト
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ

る
と
す
る
。
い
わ
ば
文
字
の
異
同
が
あ
る
こ
と
自
盤
、
孔
子
の
教
え

を
無
み
す
る
こ
と
に
通
じ
、
是
正
さ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
こ

で
葉
氏
は
「
六
経
残
絞
ノ
徐
」
を
「
千
載
殺
説
ノ
後
」
に
求
め
る
こ

と
と
す
る
の
で
あ
る
。
葉
夢
得
に
は
こ
の
『
向
者
一
回
婦
問
』
以
外
に
、
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内
石
林
先
生
春
秋
停
h

の
著
が
あ
り
、
恐
ら
く
は
こ
れ
ら
は
総
合
的

な
経
同
学
研
究
の
一
環
と
し
て
計
重
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
あ
る
い
は
こ
こ
に
宗
門
書
b

の
テ
ク
ス
ト
の
決
定
版
を
作
る
こ

と
は
同
時
に
他
綬
・
他
典
籍
の
誤
謬
を
正
す
こ
と
に
も
通
ず
る
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
持
、
五
行
・
災
異
の
設
を
否

定
し
、
判
中
間
文
向
骨
一
と
を
孔
子
制
定
の
も
の
と
断
定
す
る
所
と
併
せ

見
、
い
わ
ゆ
る
漢
代
の
絞
術
博
士
以
来
の
壌
を
捨
て
た
i
l
l
-
言
い
換

え
れ
ば
踏
の
づ
正
義
b

の
束
縛
を
遁
れ
た
i
i
i
新
た
な
研
究
態
度
が

そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
せ
よ
う
c

そ
れ
が
「
ヨ
リ
テ
数
家
ヲ

参
惣
シ
:
:
:
サ
ラ
ニ
ソ
ノ
是
非
ヲ
相
研
究
折
衷
い
す
る
所
以
な
の
で

あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
態
度
は
や
は
り
宋
代
に
お
け
る
自
腐
な
批
判

純
一
仰
の
延
長
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
葉
夢
得

は
た
ん
に
部
分
的
に
疑
い
を
提
出
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
宋
代
の

批
判
精
…
仰
の
気
慈
の
中
に
他
方
で
は
平
日
文
向
者
一
忍
全
憾
に
つ
い
て

凝
義
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
我
々
は
関
若
藤
以
来
吋
古
文

俗
書
b

の
偽
書
た
る
こ
と
に
疑
い
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
も
の
と
思

っ
て
い
る
。
葉
夢
得
は
町
古
文
向
書
』
を
係
書
と
は
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
強
ー
知
的
と
も
言
え
る
ほ
ど
偽
書
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

な
主
張
す
る
が
、
究
際
の
一
防
本
文
の
数
ケ
一
加
の
詑
緩
に
つ
い
て
は
鋭

い
批
判
の
日
を
向
け
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
矛
盾
し
た
態
度
は
葉

夢
得
自
身
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
同
時
に
、
宋
代
経
撃
の

一
つ
の
段
階
を
一
部
す
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
一
意
味
に
お
い
て
も

円
石
林
先
生
命
書
惇
』
は
宋
代
経
撃
の
研
究
上
に
新
た
な
資
料
を
提

供
し
得
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ハ
大
向
学
院
博
士
課
程
)

(
詑
一
〉
大
東
急
記
念
文
庫
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
『
開
書
分
類
目
録
(
本

稿
)
』
財
閥
開
法
人
大
東
急
記
念
濁
書
館
・
昭
和
二
十
九
年
八
月
。
円
大
東

急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
'
第
一
巻
』
昭
和
三
十
一
年
四
月
。
清
見
寺

の
も
の
に
つ
い
て
は
『
静
岡
懸
の
文
化
財
・
第
二
集
』
昭
和
三
十
八
年

三
月
。

(
法
一
一
)
清
見
本
に
は
こ
の
こ
印
の
他
に
「
清
見
寺
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。
し
か
る
に
東
急
本
に
こ
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
報
告
さ
れ

て
い
な
い
。
「
清
見
寺
常
住
」
印
は
現
在
清
見
寺
か
ら
失
わ
れ
て
お
り
、

現
在
清
見
寺
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
清
見
寺
」
印
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
こ
れ
は
東
急
本
が
清
見
寺
か
ら
流
出
し
た
時
期
を
推
測
す
る
手
が

か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
考
授
は
省
略
す
る
が
、
そ
の
時
期

は
元
和
'
寛
永
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
c

(
山
花
一
一
一
〉
す
な
わ
ち
察
沈
叫
ん
発
侍
b

の
舜
典
「
正
月
上
日
、
受
静
子
文
瓶
」

の
採
に
、

葉
子
日
、
上
旬
之
目
。

と
。
金
穣
「
矯
部
九
成
、
間
胤
皐
来
儀
」
の
僚
に
、

業
子
問
、
鐘
m(箆
粉
践
者
日
怒
。
鏡
間
関
敬
和
践
者
日
間
以
概
略
。
頒
或
謂

之
錦
一
。
詩
、
賞
絞
維
錦
、
是
也
♀
大
射
灘
、
繁
人
絹
懸
子
昨
階
束
、

宗
務
関
説
、
其
市
住
鎚
Q

四
階
之
閥
、
間
諜
東
面
、
其
南
間
以
鐙
o
m
m
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と
1
1
5
a
降
団
，
b
1
1
'
i
J
J

鈷
白
銅
鈷
辻
、

と
。
後
者
の
部
分
、
吋
一
点
林
先
生
向
書
体
い
の
文
と
文
字
の
靖
離
す
る

も
の
も
多
い
が
、
「
其
市
頒
錨
」
の
間
半
が
吋
一
心
林
先
生
小
川
叫
一
一
一
円
附
怖
い
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
桁
文
で
あ
る
こ
と
が
最
も
詑
誌
を
軍
く
。
内
容
は

禁
沈
の
文
の
方
が
明
ら
か
に
判
然
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
察
沈
が

川
町
治
し
た
も
の
か
。
一
つ
の
推
測
は
、
奈
沈
が
見
た
の
は
、
こ
の
「
貌

十
三
郎
議
舗
」
刊
の
も
の
で
は
な
く
し
て
葉
夢
得
点
け
筆
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
近
い
潟
本
等
の
議
本
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
刊
本
は
〈
詑
八
〉
以
下
に
も
訴
す
よ
う
に
、
坊
刻
本
の
本

館
(
?
〉
を
遺
憾
な
く
護
持
し
て
、
校
勘
が
極
め
て
不
鍛
密
な
の
で
あ

す

Q

O

〈
詑
問
)
こ
の
寺
名
を
有
つ
寺
院
は
平
楽
寺
詩
情
刊
ヌ
ム
蹴
寺
院
名
鑑
h

に

は
一
寺
も
な
い
。
清
見
守
の
侍
え
る
所
で
は
、
鎌
倉
あ
た
り
の
寺
院
で

現
在
は
鹿
寺
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
吋
新
編
相
模
慰
問
内
土
記
稿
n
h

円
一
新
編
鎌
倉
志
b

吋
鎌
倉
勝
究
考
h

な
ど
の
地
誌
、
ま
た
吋
鎌
倉
五
山

記
』
叫
鎌
倉
五
山
記
考
異
b

に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
御
一
部
教
を
仰
ぎ

川一」、。

J
j
h
u
v
 

(
詑
五
〉
問
問
若
藤
忠
門
書
古
文
疏
一
読
b

巻
入
o
q
J
朱
子
一
間
践
し
同
七
十
入
。

(
詑
六
〉
こ
こ
に
お
け
る
共
機
的
な
も
の
と
し
て
洪
範
「
目
玉
省
惟
歳
」
能

に
付
さ
れ
た
法
、

白
此
以
下
、
山
M
N
五
紀
之
文
也
。
筒
編
蹴
説
、
是
以
在
此
。
其
文
、
常

在
「
五
日
暦
数
之
後
」
。

の
ご
と
会
¥

〈
東
城
先
生
番
博
、
洪
範
詑
〉

H

経
H

に
濁
し
て
敢
え
て
改
一
訂
を
加
え
ん
と
す
る
精
一
脚
を

'" 
じ 1む
'-..-/ :JJI 

"f' 
q 

こ
の
「
序
い
文
中
に
用
い
て
あ
る
記
鋭
そ
の
飽
は
次
の
通
り
0

.
最
喰
に
よ
り
村
議
不
可
能
な
も
の
は
口
で
示
し
た
。

・
ど
う
に
か
そ
れ
ら
し
い
と
特
設
し
た
文
字
の
棋
に
は
(
?
)
を
加

ふ
ん
九
ん
む

'
文
中
、
他
典
籍
よ
り
の
引
用
に
は
「
」
を
加
え
た
が
、
そ
の
引

用
も
設
ま
り
が
多
い
。
筆
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
た
淀
稗
を
参
照

さ
れ
た
い
っ

・
異
館
宇
e

絞
筆
等
、
一
監
正
字
に
改
め
た
。
な
お
こ
の
文
中
の
紙

筆
字
は
「
敬
ん
の
み
で
あ
る
。

(
注
入
)
悶
み
に
?
ぷ
子
b

の
文
と
現
行
列
尚
喜
一
一
の
文
と
を
並
列
し
て
一
部

そ
う
。伊
制
問
、
天
説
法
攻
自
牧
官
。
朕
載
自
宅
。
(
孟
子
、
寓
一
平
上
)

浩
攻
'MM
鳴

焼

。

股

哉

自

宅

。

(

向

指

一

一

岡

、

伊

説

)

以
下
(
詑
十
四
)
ま
で
向
様
。

(
詑
九
)
夏
帯
一
一
問
、
惟
彼
悔
唐
、
帥
彼
天
常
、
有
此
薬
方
、
今
失
其
行
、
武
其

紀

綱

乃

波

間

亡

。

(

左

停

、

哀

公

六

年

)

惟
彼
陶
成
、
有
此
実
方
。
今
失
其
行
、
乱
其
紀
綱
、
乃
底
滅
亡
。

(
向
書
、
五
子
之
歌
)

(
詑
十
)
一
万
一
体
凸
昭
公
二
十
年
の
文
。
現
在
の
『
向
書
』
に
は
こ
の
文
は

な
い
。

(
法
十
一
)
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日
、
諸
侯
自
負
得
師
者
玉
、
得
友
者
覇
。
〈
窃
子
、
尭
向
〉

予
向
日
、
能
自
得
部
者
支
。
〈
向
書
、
仲
聴
之
詰
)

書
日
、
惟
文
王
敬
忌
一
人
以
捧
。
〈
荷
子
、
君
選
〉



惟
文
王
之
敬
忌
。
乃
移
民
日
、
我
惟
有
及
、
期
予
一
人
以
惇
。

ハ
街
書
、
康
話
〉

在
背
上
一
清
閑
阿
部
観
文
王
之
徳
、
其
集
大
命
子
版
部
ι

(
鵡
記
、
絡
衣
〉

在
背
上
帝
刻
中
勤
文
主
之
徳
、
其
集
大
命
子
販
弟
む

(
向
書
、
君
輿
)

君
陳
臼
、
出
入
自
隣
師
躍
、
民
一
…
一
一
口
問
c

〈
綾
記
、
絡
衣
)

出
入
白
磁
師
虞
、
腕
一
一
一
問
問
則
群
。
(
向
書
、
君
陳
)

な
お
「
浮
」
文
の
こ
の
部
分
「
別
亡
線
字
」
と
あ
る
の
は
「
亡
財
務

字
」
と
改
め
る
べ
き
か
。

(
詑
十
四
〉

( 30 ) 
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